
 

意   見   書 

 

平成２７年８月１１日 

                                            三重県公共事業評価審査委員会 

 

１ 経  過 

 平成２７年８月１１日に開催した平成２７年度第２回三重県公共事業評価審査委員会に

おいて、県より道路事業４箇所の審査依頼を受けた。 

 この事業に関して、担当職員から事業説明を受けるとともに、審査資料に基づき審査を

行った。 

 

２  意  見 

  審査対象事業に関して慎重な審査を行った結果、以下のような意見を委員会としてとり

まとめ、三重県知事に対して答申するものである。 

 

（１） 道路事業［県事業］【 再評価対象事業 】 

４番 一般国道３６８号仁
に

柿
がき

峠
とうげ

バイパス 

５番 一般国道４２２号八
や

知山
ちやま

拡幅 

８番 一般国道４２２号三田坂
み た さ か

バイパス 

９番 一般国道３６８号大内
おおうち

拡幅 

４番については、平成２年度に事業に着手し、平成１１年度、平成１７年度、平成２２

年度に再評価を行い、その後おおむね５年を経過して４回目の再評価を行った継続中の事

業である。 

５番については、平成７年度に事業に着手し、平成１７年度、平成２２年度に再評価を

行い、その後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 

８番については、平成８年度に事業に着手し、平成１７年度、平成２２年度に再評価を

行い、その後おおむね５年を経過して３回目の再評価を行った継続中の事業である。 

９番については、平成１８年度に事業に着手し、一定期間の１０年を経過して初めての

再評価を行った継続中の事業である。 

今回、審査を行った結果、５番、８番、９番について事業継続の妥当性が認められたこ

とから事業継続を了承する。 

ただし、９番については、渋滞緩和効果について、より現実的でわかりやすい説明をさ

れたい。 

４番については、継続審議とする。次回は、事業の必要性についてより明確に説明され

たい。 


